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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年8月12日(2016.8.12)

【公表番号】特表2015-525268(P2015-525268A)
【公表日】平成27年9月3日(2015.9.3)
【年通号数】公開・登録公報2015-055
【出願番号】特願2015-515416(P2015-515416)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   4/642    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   2/32     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  29/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  31/125    (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    4/642    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   10/00     ５１０　
   Ｃ０７Ｃ    2/32     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   11/02     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   29/50     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   31/125    　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月14日(2016.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　ａ）金属がＴｉ、ＺｒまたはＨｆであり、金属毎に次の式からなる１つのリガンドを有
し、前記リガンドが前記金属に結合している、触媒としての金属錯体であって、
【化１】

　Ｚ１、Ｚ２およびＺ３は、独立して炭化水素部分またはヘテロ原子含有炭化水素部分で
あり、前記ヘテロ原子がＺ１またはＺ３に存在する場合には前記ヘテロ原子はＮ原子に直
接隣接しておらず、Ｚ１、Ｚ２およびＺ３は互いに独立して任意にそれぞれの他の１以上
と連結している、金属錯体と、
　ｂ）助触媒としての有機アルミニウム化合物と、
　を含み、
　前記助触媒に対する前記触媒の原子比は、前記組成物における、全てのＡｌおよびＺｎ
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原子の合計に対する全てのＴｉ、ＺｒおよびＨｆ原子の合計で、１：２０００から１：１
００００００（Ｔｉ、ＺｒおよびＨｆ原子の合計：ＡｌおよびＺｎ原子の合計）であり、
　前記有機アルミニウム化合物は、Ｃ１－Ｃ１２のトリヒドロカルビルアルミニウム、ま
たは、Ｃ１－Ｃ１２のトリヒドロカルビルアルミニウムのメチルアルミノキサンとの混合
物であり、
　式Ｉはグアニダートであり、Ｚ２は、Ｒ１およびＲ２が、互いに独立して、窒素、酸素
およびケイ素から選択される１以上のヘテロ原子を任意に含むＣ１－Ｃ４０の炭化水素部
分であるＮＲ１Ｒ２であるか、または、
　式Ｉはアミジナートであり、Ｚ１およびＺ３はジ－オルト置換芳香族部分であり、Ｚ２
は、窒素、酸素およびケイ素から選択される１以上のヘテロ原子を任意に含むＣ１－Ｃ４
０の炭化水素部分である、触媒組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１７】
　金属がＴｉ、ＺｒまたはＨｆであり、次の式を有する金属錯体であって、
【化３】

　Ｚ１およびＺ３は、互いに独立してジ－オルト置換芳香族部分であり、独立してそれぞ
れ炭化水素部分またはヘテロ原子含有炭化水素部分であり、前記ヘテロ原子が存在する場
合には前記ヘテロ原子はＮ原子に直接隣接しておらず、
　Ｚ２は、炭化水素部分またはヘテロ原子含有炭化水素部分であり、
　Ｚ１、Ｚ２およびＺ３は、互いに独立して、任意にそれぞれの他の１以上と連結してお
り、
　Ｍは、チタニウム、ジルコニウムまたはハフニウムであり、
　Ｘは、それぞれのｍで独立して、ハロゲン好ましくはＣｌ、ヒドロカルビル好ましくは
Ｃ１－Ｃ４、ヒドリド、アルコキシド、任意に置換されたアミド、および／または、テト
ラヒドロフランであり、　
　ｍは、１、２、３または４である、金属錯体。
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